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〜進藤先生のあいさつ（楽々民謡大学卒業式）〜

春の足音が聞こえます

〜唄と踊りを楽しみました（楽々民謡大学卒業式）〜
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三
月
十
七
日
、
機
能
回
復
訓
練

室
に
お
い
て
楽
々
民
謡
大
学
卒
業

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
の
利
用
者
の
氏
名
が
一
人

一
人
読
み
上
げ
ら
れ
、
代
表
者
に

三
浦
理
事
長
か
ら
卒
業
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
講
師
の

進
藤
先
生
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

式
終
了
後
は
、
素
晴
ら
し
い
唄

や
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
利

用
者
の
方
々
は
会
場
で
直
接
聞
く

生
の
唄
や
踊
り
に
感
激
し
、
と
て

も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
松
涛
園
ホ
ー
ル
に
お
い

て
も
楽
々
民
謡
大
学
卒
業
式
が
行

わ
れ
、
卒
業
証
書
授
与
の
ほ
か
、

唄
と
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
月
十
七
日
に
松
涛
園（
特
養
）

で
や
よ
い
会
を
、
二
十
三
日
に
松

寿
園（
養
護
）と
松
峰
園（
盲
養
護
）

が
合
同
で
め
ぶ
き
・
ぼ
た
餅
バ
イ

キ
ン
グ
と
い
っ
た
春
の
会
食
行
事

が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
施
設
で
は
、
様
々
な
料
理
が

な
ら
び
、
な
ご
や
か
な
会
食
と
な

り
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
好
み
の

料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
春
の
雰
囲

気
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

春
の
会
食
行
事
が
開
催
さ
れ
る

楽
々
民
謡
大
学
卒
業
式

楽
々
民
謡
大
学
卒
業
式

楽
々
民
謡
大
学
卒
業
式

楽
々
民
謡
大
学
卒
業
式〜三浦理事長より卒業証書を頂く〜〜小野花子さんによる唄声が響く〜

〜様々な料理が並びました（松寿園）〜〜やよい会（松涛園）〜
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平
成
27
年
度
は
次
の
職
員
の

方
々
が
長
年
福
祉
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
施
設

名
、
職
名
は
、
表
彰
時
の
も
の
）
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平成27年度社会福祉法人職員表彰者平成27年度社会福祉法人職員表彰者

全
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受
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。
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〜縁日の法話〜

〜書道クラブ（松寿園）〜 〜彼岸法要〜

〜素晴しい作品が揃う（作品展）〜

〜
３
月
の
行
事
か
ら
〜

　

行　
　
　
　
　
　
　

事　



▲
一
日　

日
新
保
育
園
交
流
会
（
だ

い
せ
ん
）、
ミ
ニ
ド
ラ
イ
ブ
（
だ
い

せ
ん
）

▲
三
日　

ミ
ニ
ド
ラ
イ
ブ
（
だ
い
せ

ん
）

▲
八
日　

縁
日
（
法
話
）・
作
品
展

表
彰
式

▲
十
日　

ば
っ
け
の
会（
だ
い
せ
ん
）

▲
十
七
日　

楽
々
民
謡
大
学
卒
業

式
、
や
よ
い
会
（
松
涛
園
）

▲
二
十
二
日　

春
の
彼
岸
法
要

▲
二
十
三
日　

め
ぶ
き
・
ぼ
た
餅
バ

イ
キ
ン
グ
（
松
寿
園
・
松
峰
園
合
同
）


